フ イツ シ ンガ— 作 「踊る 線条」 と 題す るよ ほど 変わ つ 

た 映画の 試写 をす るから ぜひ 見に 来ない かと I 氏から 

勧められる ままに 多少の 好奇心に 促されて 見に 行った _ 

プログラム を 見る と、 第 五番 「アメリカの フ オクス ト 

ロット」。 第 八番、 デュ ー 力— の 「魔術師の 徒弟」。 第 

九番、 ブラ— ムス 「ウンガリ シェ -タ ンッ」 という ふ 

うに 楽曲の 名前が 並べて ある だけで、 いったい どんな 

もの を 見せられ るか 全く 見当が つかない。 

さて、 映写が 始まって 音楽が 始まる と 同時に、 暗い 

スクリ —ンの 上に いろいろの 形 をした 光の 斑点 や 線条 

が 順次に 現われて、 それが いろいろ 入り乱れた 運動 を 



るが、 ただ 一 っモッ アルトの 「ニ長調 メヌエット」 だ 

け は 曲の 構造 をよ く 知っている 上に、 光 像の 踊 リも簡 

単で あるから、 比較的ら くに 光 像の 進行 を 追跡す る こ 

とがで きたよう である。 第一 のテ— マ は 楽譜の 形から 

も 暗示され るよう に、 彗星の ような 光 斑が かわる がわ 

る コンマの ような 軌跡 を 描いて は 消える。 ト リラ ー の 

箇所 は 数条の 波線が 平行して 流れる。 

第二の テ— マで は 鉛直な 直線の 断片が 自身に 並行に 

S 字形の 軌跡 を 描いて 動く。 トリオの 部分 は 概して 水 

平な 短い 直線の 断片が 現われて それが ちょうど 編隊 飛 

行の 飛行機が 風に 吹き散らされて でもい るよう な 運動 



のにな りそうで ある。 そういう 意味で わが国の 舞踊家 

ならびに 舞踊 研究家に とっても この 映画 は 必ず 一 見の 

価値が あるで あろうと 思われる。 一 方で はまた 純粋 音 

楽と いう ものの 「空間 化」 の 一 つの 試みと して 音楽家 

ならびに 音楽 研究家に とつ て も 多少の 興味が ありそう 

ぼうとく 

である。 これ は 決して 音楽 を冒瀆 する ものではなくて、 

音楽の 領域に 新しき ディ メンジ ョ ンを 付加す る ことの 

可能性 を 暗示す る もので はない かと 思われる。 これが、 

ちょうちん 

別に 頼まれ もせぬ 自分が この 変わった 映画の 提燈を 

も つ て 下手な 踊り を 踊る ゆえんで ある。 

(昭和 九 年 一 月、 東京 朝日 新聞) 
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